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日 本 に お け る イ ノ シ シ の 分 布 域 の 変 遷  

 イ ノ シ シ （ S u s  s c r o f a） は ， 西 は ポ ル ト ガ ル か ら 東 は 日 本 列 島 ま で 広 く 生

息 し て お り ，さ ら に 野 生 化 し た 地 域 を 含 め れ ば ，ほ ぼ 全 地 球 的 に 分 布 し て い る 。

日 本 で は ，ニ ホ ン イ ノ シ シ（ S .  s .  l e u c o m y s t a x）と リ ュ ウ キ ュ ウ イ ノ シ シ（ S .  s .  

r i u k i u a n u s） の 2 亜 種 が 生 息 し ， リ ュ ウ キ ュ ウ イ ノ シ シ は ， 琉 球 列 島 が 大 陸 と

陸 続 き だ っ た 時 代 に 渡 っ て き た イ ノ シ シ の 遺 存 種 で ， ニ ホ ン イ ノ シ シ は ，  2 0

～ 3 7 万 年 前 と 1 7～ 3 1 万 年 前 ， そ し て 1～ 2 万 年 前 の 3 回 に 分 け て 大 陸 か ら 移

入 し た と 考 え ら れ て い る 。  

ま た ， 縄 文 時 代 に は ， 本 州 全 域 お よ び 四 国 ， 九 州 ， 対 馬 ， 五 島 列 島 ， 琉 球 列

島 に イ ノ シ シ の 野 生 個 体 群 が 分 布 し ， 北 海 道 南 部 に は 人 間 に よ る 移 入 個 体 群

が 存 在 し て い た こ と が 知 ら れ て い る 1 ) 。そ の 後 ，北 海 道 に お け る 移 入 個 体 群 に

つ い て は 消 失 し た も の の ， 本 州 以 南 で は 縄 文 時 代 と 同 様 の 分 布 域 が 江 戸 時 代

に も 確 認 さ れ ，八 戸 藩（ 現 在 の 青 森 県 ）で は「 猪 飢 饉（ 1 7 4 9 年 ）」ま で 発 生 し

て い た 2 ) 。   

し か し ，明 治 に 入 る と イ ノ シ シ は 全 国 的 に 減 少 し ，そ の 分 布 は 西 日 本 を 中 心

と し た 地 域 に 限 ら れ た 3 ) 。こ の 原 因 と し て は ，人 間 に よ る 過 度 な 国 土 利 用 が 上

げ ら れ る 。 日 本 に お け る 森 林 の 荒 廃 は 明 治 中 期 に 最 も 進 ん で い た と 考 え ら れ

て お り 4 ) ，そ れ は イ ノ シ シ の 生 息 適 地 が 縮 小 し た こ と を 意 味 し て い る 。こ の 分

布 域 縮 小 は 明 治 以 後 1 0 0 年 ほ ど 続 い た 5 ) 。   
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し か し ，太 平 洋 戦 争 後 に そ の 様 相 が 劇 的 に 変 化 し た 。1 9 6 0 年 代 の 燃 料 革 命 に

よ っ て 森 林 の 過 度 な 利 用 が 止 ま り ， 全 国 的 に 植 生 が 回 復 し 始 め た 。 そ の 結 果 ，

各 地 で 休 息・避 難 場 所 お よ び 食 糧 資 源 が イ ノ シ シ に 提 供 さ れ る 様 に な っ た 。ま

た ，燃 料 革 命 以 降 ，日 本 の 農 業 の 生 産 性 は 飛 躍 的 に 上 昇 し た 。特 に 水 稲 は 1 9 7 0

年 に は 国 内 自 給 率 1 0 0 %に 達 し ， 減 反 政 策 が 開 始 さ れ た 。 こ れ に よ り 耕 作 放 棄

地 は 全 国 的 に 増 加 し ，そ こ で も 休 息 ・ 避 難 場 所 ，食 糧 ，そ し て 水 資 源 が イ ノ シ

シ に 提 供 さ れ た 。 こ う し て 好 適 な 生 息 環 境 下 で 生 活 す る 状 況 と な っ た イ ノ シ

シ は ， そ の 強 い 繁 殖 能 力 を

存 分 に 発 揮 し ， 1 9 7 0 年 代 以

降 に 急 激 に 分 布 域 を 回 復 さ

せ た 5 ) 。  

2 0 1 9 年 時 点 で の 野 生 個 体

群 の 分 布 は ， 北 海 道 を 除 く

4 6 都 府 県 で 確 認 さ れ て い る

。ま た ，1 9 5 0 年 か ら 1 9 6 0 年

代 の 半 ば ま で 3 ～ 4 万 頭 の

水 準 だ っ た 全 国 の 年 間 捕 獲

数 は ， 1 9 9 0 年 代 後 半 に は

1 0 万 頭 を 超 え ，2 0 1 6 年 度

に は 6 1 万 頭 に 達 し た 。こ

の 様 に 高 い 捕 獲 圧 の 下 で

も 個 体 群 の 衰 退 は 見 ら れ

ず ， 分 布 域 は 回 復 し 続 け

て い る 。  

そ し て ， そ の 分 布 域 で は

農 作 物 被 害 や 人 身 事 故 が

発 生 し ， 全 国 的 な 問 題 と

し て 取 り 上 げ ら れ る よ う

に な っ た 。さ ら に 2 0 1 8 年 9 月 に は ，野 生 イ ノ シ シ で の C S F 発 症 が 確 認 さ れ ，

そ の 感 染 拡 大 が 懸 念 さ れ て い る 。  

図 1  イ ノ シ シ の 行 動 圏 の 内 部 構 造 の モ デ ル

（ S p i t s ( 1 9 9 2 ) 1 ) を 改 変 ）．  

図 中 の 黒 い 実 線 お よ び 破 線 で 囲 ま れ た 地 域 は ， そ れ ぞ

れ イ ノ シ シ の 恒 常 的 行 動 圏 と 定 住 域 を 示 す ． 灰 塗 り さ

れ た 地 域 は ， ゾ ー ン 内 活 動 域 を 示 す ． 黒 丸 お よ び 直 線

は イ ノ シ シ の 行 動 を 示 し て い る ． 定 住 期 に は 定 住 域 内

の 休 息 場 所 と ゾ ー ン 内 活 動 域 を 行 き 来 す る が ， 放 浪 期

に は 異 な る 定 住 域 に 存 在 す る 休 息 場 所 を 連 続 的 に 利 用

し て 移 動 す る ．  
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イ ノ シ シ の 社 会 -空 間 構 造 と C S F ウ イ ル ス の 拡 散  

イ ノ シ シ は ， 基 本 的 に は 母 系 グ ル ー プ を 中 心 と し た 社 会 構 造 を 持 つ が ， 成 獣

オ ス は 単 独 行 動 す る こ と が 知 ら れ て い る 。 社 会 -空 間 構 造 の 観 点 か ら 見 る と イ

ノ シ シ の 齢 区 分 は「 乳 獣： I n f a n t（ 授 乳 期 間 中 ま た は 離 乳 直 後 の 期 間 ，生 後 6

～ 8 週 未 満 ）」 お よ び 「 幼 獣 ： J u v e n i l e（ 離 乳 後 ～ 母 親 の 行 動 圏 か ら 分 散 を 開

始 す る ま で の 期 間 ，生 後 6～ 8 週 か ら 生 後 8～ 9 カ 月 ま で ）」，「 亜 成 獣：S u b a d u l t

（ 生 後 8～ 9 カ 月 か ら 翌 年 末 ま で の 期 間 ）」，「 成 獣： A d u l t（ 誕 生 年 を 含 め ，生

後 3 年 目 開 始 以 降 の 期 間 ）」

に 分 類 さ れ る 6 )。同 じ 観 点 か

ら 本 種 の 活 動 は「 休 息 」お よ

び 「 移 動 を 伴 わ な い 活 動 」，

「 移 動 を 伴 う 活 動 」に 分 類 さ

れ ，主 な 活 動 様 式 と し て 休 息

お よ び 移 動 を 伴 わ な い 活 動

に よ り 構 成 さ れ る「 無 移 動 」，

休 息 お よ び 移 動 を 伴 わ な い

活 動 ，移 動 を 伴 う 活 動 を 十 数

分 程 度 の 短 い 時 間 に 繰 り 返 す

「 ゾ ー ン 内 活 動 」の ほ か ，1 k m

以 上 離 れ た 休 息 場 所 を 連 続 的

に 移 動 す る 「 放 浪 」 が 見 ら れ

る 。 ま た ， ゾ ー ン 内 活 動 が 行

わ れ る 地 域 を「 ゾ ー ン 内 活 動 域 」と 呼 び ， 1 k m 未 満 の 範 囲 に 位 置 す る 1 つ 以

上 の ゾ ー ン 内 活 動 域 と 複 数 の 休 息 場 所 で 構 成 さ れ る「 定 住 域 」が 存 在 す る（ 図

1）。イ ノ シ シ の 行 動 圏 内 に は 複 数 の 定 住 域 が あ り ，「 定 住 期 」に は 活 動 が 特 定 の

定 住 域 内 に 限 定 さ れ る が ，「 放 浪 期 」に は 各 定 住 地 間 を 連 続 的 に 移 動 す る こ と が

知 ら れ て い る 。 イ ノ シ シ の メ ス は ゾ ー ン 内 活 動 域 の 安 全 な 場 所 で 出 産 し ， 数 日

間 は 出 産 床 に 滞 在 す る 。 そ の 後 ， 産 後 3 週 間 程 度 で ゾ ー ン 内 活 動 域 全 域 に 行 動

範 囲 を 広 げ ， さ ら に 4～ 6 週 間 後 に は メ ス の 夏 期 行 動 圏 ま で 行 動 範 囲 を 拡 大 す

図 2  イ ノ シ シ 亜 成 獣 の 行 動 圏 ．  

灰 塗 り さ れ た 地 域 は ， 母 イ ノ シ シ の 恒 常 的 行 動 圏 を 示

す ． 太 い 実 線 で 囲 ま れ た 地 域 が 亜 成 獣 の 行 動 圏 ． 一 般 的

に 幼 獣 時 期 の 行 動 圏 を 一 焦 点 と す る 楕 円 形 を 呈 す る ．  
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る 。 メ ス の 夏 期 行 動 圏 は 定 住 域 を 1～ 2 箇 所 内 包 し て お り ， 他 の 成 獣 メ ス と は

排 他 的 に 利 用 す る 傾 向 が あ る と さ れ る 。 秋 期 か ら 次 の 出 産 時 期 ま で は 行 動 範 囲

が 拡 大 し て ， 成 獣 メ ス の 恒 常 的 行 動 圏 と な る 。 な お ， こ の 行 動 圏 は 他 の 成 獣 メ

ス と 共 有 さ れ る の で ， イ ノ シ シ は ナ ワ バ リ （ 同 性 他 個 体 を 排 除 す る 地 域 ） を 持

た な い 。行 動 圏 が 最 大 面 積 に 達 す る 上 ，他 個 体 と 共 有 さ れ る こ と を 踏 ま え る と ，

メ ス に お い て は こ の 時 期 に C S F ウ イ ル ス の 拡 散 が 加 速 す る 可 能 性 が 考 え ら れ

る 。  

な お ， 幼 獣 の 行 動 圏 は メ ス の 夏 期 行 動 圏 と 一 致 す る 。 亜 成 獣 の 行 動 範 囲 は ，

親 か ら の 独 立 傾 向 を 示 し つ つ 同 腹 の 個 体 と 共 に 母 親 の 通 常 の 行 動 圏 ま で 拡 大 し ，

個 体 に よ っ て は 親 の 行 動 圏 を 越 え て 分 散 を 開 始 す る 。 一 般 的 に 亜 成 獣 の 行 動 圏

は ，幼 獣 時 期 の 行 動 圏 を 一 焦 点 と す る 楕 円 形 を 示 す と さ れ る（ 図 2）。亜 成 獣 の

行 動 圏 が 母 親 の 通 常 の 行 動 圏 と 同 等 か そ れ 以 上 に 達 す る こ と ， 分 散 す る 期 間 が

長 い と 1 年 程 に 及 ぶ こ と か ら ，

亜 成 獣 の 存 在 は C S F ウ イ ル ス

の 拡 散 を 考 え る 上 で 最 も 重 要

で あ る 。  

成 獣 に 達 す る と メ ス は 新 た

な 成 獣 メ ス の 恒 常 的 行 動 圏 を ，

オ ス は メ ス の 恒 常 的 行 動 圏 複

数 と 重 複 す る 成 獣 オ ス の 行 動

圏 を 確 立 す る 。そ の た め ，成 獣

に お い て は ， メ ス よ り も オ ス

が C S F ウ イ ル ス を 拡 散 さ せ

る 可 能 性 が 高 い と 考 え ら れ

る 。  

 

イ ノ シ シ の 繁 殖 生 態 と C S F

ウ イ ル ス の 拡 散  

欧 州 に お け る 研 究 で は ， イ

ノ シ シ の メ ス は 生 後 7～ 2 2 カ

図 3  イ ノ シ シ の 発 情 サ イ ク ル と 繁 殖 阻 害 要 因（ M a u g e t  

( 1 9 8 2 ) 8 ) を 改 変 ）．  

図 中 の 灰 塗 り 箇 所 が ， 非 発 情 メ ス の 割 合 （ ％ ） を 示 す ．

日 長 が 1 2 時 間 を 超 え る と 発 情 を 抑 制 し ， 最 高 気 温 が

2 0 ℃ を 越 え る と 全 て の 個 体 で 発 情 が 停 止 す る こ と が ヨ

ー ロ ッ パ で 報 告 さ れ て い る ． ま た ， 栄 養 状 態 が 悪 い 場 合

も 発 情 し な い ．秋 の イ ノ シ シ の 栄 養 状 態 に よ っ て 発 情 の

再 開 が 前 後 す る ．  
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月 （ 体 重 3 5～ 7 0 k g） で 性 成 熟 を 迎 え る が ， 出 生 月 に 関 係 な く 1 0～ 6 月 の 間 に

最 初 の 発 情 が 確 認 さ れ る こ と か ら ， メ ス の 性 成 熟 に は 体 サ イ ズ だ け で は な く 季

節 的 な 要 因 が 影 響 し て い る と 考 え ら れ て い る 7 )。 ま た ， メ ス の 発 情 に 影 響 す る

主 な 環 境 要 因 と し て ， 野 外 の 食 物 利 用 可 能 量 お よ び 気 温 ， 日 長 条 件 が 知 ら れ て

い る 8 )。 野 外 の 食 物 利 用 可 能 量 の 減 少 に よ る 個 体 の 栄 養 状 態 の 悪 化 や ， 最 高 気

温 が 2 0℃ を 超 え る こ と で ， 発 情 の 開 始 遅 延 や 停 止 が 確 認 さ れ ， 日 長 1 2 時 間 以

上 の 条 件 下 で 発 情 が 抑 制 さ れ る 。 一 般 的 に は ， 長 日 ・ 高 温 条 件 に よ っ て 夏 期 に

無 発 情 期 間 が 始 ま り ， 秋 期 か ら 冬 期 の 間 に 先 述 の 2 条 件 が 解 消 さ れ た 上 ， 栄 養

状 態 が 良 好 な 場 合 に 無 発 情 期

間 が 終 了 す る（ 図 3）。こ の 無 発

情 期 間 の 存 在 に よ っ て イ ノ シ

シ の 繁 殖 活 動 に は 季 節 性 が み

ら れ る 。 通 常 ， 出 産 の ピ ー ク は

年 一 回 と な る こ と が 多 い が ， 無

発 情 期 間 の 長 さ や 時 期 に よ っ

て 年 二 回 確 認 さ れ る こ と も あ

る 。イ ノ シ シ の オ ス は ，生 後 1 0

カ 月（ 体 重 3 0～ 3 5 k g）程 で 性 成

熟 を 迎 え る と ， 理 論 上 は

一 年 中 交 尾 が 可 能 と な

る 。  

日 本 国 内 の イ ノ シ シ の

繁 殖 に 関 す る 報 告 は 多 く

な い が ，神 崎 は 丹 後・丹 波

地 域 の イ ノ シ シ 個 体 群 を

調 査 し ， オ ス の 春 機 発 動

期 が 1 . 5 才 で あ り ， メ ス で は 0 才 時 に 春 機 発 動 期 を 迎 え る 個 体 が 少 な い 比 率 な

が ら も 存 在 す る こ と を 明 ら か に し て い る 9 )。 ま た ， 同 地 域 の 個 体 群 の 出 産 期 が

5 月 か ら 遅 く と も 8 月 ま で で ， 6 月 以 降 に ピ ー ク を 示 す 一 峰 型 で あ る こ と を 指

摘 し て い る 。 そ の ほ か ， 栃 木 県 の 八 溝 山 系 イ ノ シ シ 個 体 群 で は ， 最 若 齢 の 発 情

図 4  感 染 初 期 段 階 に お け る イ ノ シ シ の 繁 殖 と C S F 感 染 と の 関 係 ．  

妊 娠 初 期 に メ ス が C S F に 感 染 す る と 流 産 や 死 産 を 引 き 起 こ し ，妊 娠 期

間 中 ～ 後 期 の 感 染 で は 短 命 な が ら ウ イ ル ス を 散 布 し 続 け る 新 生 個 体

が 出 生 す る ． 出 生 後 に 胎 子 が 感 染 し た 場 合 ， 慢 性 も し く は 急 性 の 新 生

個 体 が 生 ま れ る ． 急 性 の 症 状 を 発 症 し た 新 生 個 体 が 完 治 し た 場 合 ， 抗

体 保 有 個 体 （ 非 感 受 性 個 体 ） と な る ．  
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が 生 後 2 1 週 ， 妊 娠 が 2 6 週 で 確 認 さ れ た も の の ， メ ス は 生 後 2 7～ 5 2 週 頃 に 性

成 熟 を 迎 え る こ と ， 生 後 7 9 週 以 上 の 個 体 が 安 定 的 に 妊 娠 す る こ と が 明 ら か に

な っ て い る（ 小 寺  未 発 表 ）。ま た ，同 個 体 群 で は 毎 年 3，4 月 に 妊 娠 率 が 上 昇 す

る こ と ， 体 重 が 2 5 k g を 超 え る と 妊 娠 が 可 能 に な る こ と ， 母 体 の 体 重 増 加 に 伴

っ て 胎 子 数 が 増 加 す る こ と が

分 か っ て い る 。さ ら に ，小 寺 ら

は ， 歯 牙 の 萌 出 状 況 に 基 づ く

週 齢 査 定 に よ り イ ノ シ シ の 出

生 時 期 を 推 定 し ， 八 溝 山 系 個

体 群 で は 6 ヶ 月 間 に わ た っ て

高 頻 度 出 生 期 間 1 0 )が 確 認 さ れ

る こ と を 明 ら か に し て い る 。

い ず れ に し て も ， メ ス の 出 産

時 期 以 前 の タ イ ミ ン グ で ， 前

年 出 生 し た 亜 成 獣 が 分 散

を 開 始 す る 可 能 性 が 考 え

ら れ る 。そ の た め ，春 先 か

ら 夏 期 に か け て の 期 間 ，

C S F ウ イ ル ス の 拡 散 速 度

が 上 昇 す る 可 能 性 が あ

り ， 注 意 が 必 要 で あ る 。  

ま た ，イ ノ シ シ の 繁 殖 生

態 と 関 わ る C S F 感 染 の 特 徴 は ， 感 染 拡 大 の シ ス テ ム を 理 解 す る 上 で 重 要 で あ

る 。  

基 本 的 に C S F ウ イ ル ス は 胎 盤 を 通 じ て 胎 子 に 感 染 す る 能 力 が あ り ，胎 子 の 免

疫 機 能 の 発 達 が 不 十 分 な 妊 娠 初 期 に 妊 娠 メ ス が 感 染 す る と 流 産 や 死 産 を 引 き 起

こ し ， 妊 娠 期 間 中 ～ 後 期 の 感 染 で は 短 命 な が ら ウ イ ル ス を 散 布 し 続 け る 個 体 の

出 生 に つ な が る こ と が 確 認 さ れ て い る （ 図 4） 1 1 )。 こ れ ら の ケ ー ス で は ， 感 染

し た 新 生 個 体 が 死 亡 し て い る か ， 発 症 し て い て も 死 に 至 る ま で の 行 動 範 囲 は 狭

い の で ， 感 染 拡 大 に 寄 与 す る と は 考 え ら れ な い 。  

図 5  感 染 蔓 延 期 に お け る イ ノ シ シ の 繁 殖 と C S F 感 染 と の 関 係 ．  

C S F 抗 体 は 移 行 抗 体 と し て 母 乳 よ り 新 生 個 体 に 移 行 す る た め ，抗 体 保

有 メ ス の 子 は 一 時 的 に 非 感 受 性 個 体 と な る ． し か し ， 移 行 抗 体 は 時 間

の 経 過 と 共 に 減 衰 す る た め ， や が て 新 生 個 体 は 若 齢 の 感 受 性 個 体 に 変

化 す る ． 感 受 性 個 体 の 密 度 が 閾 密 度 よ り も 多 い 場 合 ， 速 や か に 感 染 個

体 が 生 産 さ れ る た め ， 若 齢 個 体 を 中 心 に 発 症 す る ．  
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一 方 ， 出 生 直 に 胎 子 が 感 染 し た 場 合 ， 慢 性 も し く は 急 性 （ 極 急 性 と 亜 急 性 を

含 む ） の 症 状 が 生 じ る こ と が 報 告 さ れ て い る 1 1 )。 慢 性 の 場 合 ， 死 亡 前 に 3 0 日

を 超 え る 発 症 期 間 が 確 認 さ れ る た め ， 感 染 を 持 続 さ せ る 危 険 性 が 生 じ る 。 急 性

で は ， 多 く の 個 体 が 短 期 間 に 死 に 至 り ， そ の 死 亡 率 は 9 0 %程 度 に 達 す る 場 合 も

あ る 。 そ れ と 同 時 に ， 一 部 の 個 体 は 4 週 間 以 内 の 発 症 期 間 を 経 た の ち 完 治 す る

（ 一 時 感 染 ） こ と も 報 告 さ れ て お り ， 生 存 し た 個 体 は 抗 体 保 有 個 体 （ 非 感 受 性

個 体 ） と な る 。 そ し て ， 非 感 受 性 メ ス は 野 生 個 体 群 に お け る C S F 感 染 の 持 続 ・

拡 大 に 関 し て 重 要 な 役 割 を 果 た す 。C S F 抗 体 は 移 行 抗 体 と し て 母 乳 よ り 新 生 個

体 に 移 行 す る た め ， 非 感 受 性 メ ス の 子 は 一 時 的 に 非 感 受 性 個 体 と な る （ 図 5）。

し か し ， 移 行 抗 体 は 時 間 の 経 過 と 共 に 減 衰 す る た め ， そ れ ら の 新 生 個 体 は 若 齢

の 感 受 性 個 体 に 変 化 し ， 感 染 の 持 続 や 拡 大 を 促 す 危 険 が 生 じ る 。 若 齢 の 感 受 性

個 体 が ， い ず れ の 成 長 段 階 で 感 染 す る か に よ っ て 感 染 拡 大 リ ス ク は 異 な る が ，

野 生 イ ノ シ シ の C S F 対 策 で 若 齢 個 体 を 対 象 と し た 捕 獲 強 化 や ワ ク チ ン 散 布 が

中 心 と な る の は ， 若 齢 の 感 受 性 個 体 の 存 在 が 感 染 持 続 の 根 源 に な っ て い る た め

で あ る 。  

  

野 生 イ ノ シ シ 個 体 群 に お け る C S F 対 策 と 農 場 に お け る C S F 対 策  

野 生 イ ノ シ シ で の C S F 感 染 モ デ ル で は ，感 染 個 体 が 致 死 す る ま で に ，何 頭

の 感 染 個 体 を 生 産（ 再 生 産 率 ： R 0）す る か で 個 体 群 の 感 染 拡 大 能 力 が 決 定 す

る 1 1 )。つ ま り ，一 定 の 密 度 以 上 で 感 受 性 個 体 が 存 在 す る 個 体 群 に 感 染 個 体 が

導 入 さ れ ， 1 個 体 よ り 多 く の 感 受 性 個 体 を 感 染 さ せ る こ と で 感 染 拡 大 が 始 ま

る 。さ ら に ，感 染 拡 大 の 速 度 は ，感 染 個 体 よ り も 感 受 性 個 体 の 数 に 依 存 し て

お り ，感 受 性 個 体 の 密 度 が あ る 程 度 ま で 低 下（ 閾 密 度： T h r e s h o l d  d e n s i t y）す

る こ と で 再 生 産 率 が 1 以 下 と な れ ば ，感 染 感 染 が 収 束 す る と 考 え ら れ て い る 。

そ の た め ，野 生 の イ ノ シ シ 個 体 群 で は ，個 体 数 低 減 や ワ ク チ ン 散 布 に よ っ て ，

感 受 性 個 体 を 閾 密 度 ま で 減 ら す こ と が C S F 対 策 と な る 。  

野 生 イ ノ シ シ で の C S F 感 染 拡 大 事 例 で は ，大 規 模 な 林 地 が 連 続 す る 環 境 に

生 息 す る 個 体 群 で C S F 感 染 が 広 が り や す く ，特 に 若 齢 個 体 を 中 心 に 発 症 す る

こ と が 報 告 さ れ て い る 1 2 )。若 齢 個 体 で の 発 症 が 多 い こ と は ，移 行 抗 体 が 減 衰

し た 個 体 が C S F 感 染 に お い て 重 要 な 役 割 を 担 っ て い る こ と を 裏 付 け て い る 。
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ま た ，ス ロ バ キ ア で は 1 9 9 0 年 代 に 野 生 の イ ノ シ シ で C S F 感 染 が 広 ま っ た が ，

オ オ カ ミ が 生 息 す る 地 域 で は 感 染 が 拡 大 し な か っ た こ と が 報 告 さ れ て い る

1 3 )。こ れ に つ い て は ，オ オ カ ミ が イ ノ シ シ の 若 齢 個 体 を 主 に 捕 食 す る 習 性 を

持 つ こ と 1 3 ) 1 4 ) 1 5 ) 1 6 )が 影 響 し た と 考 え ら れ て い る 。  

そ の 他 ，C S F の 初 発 地 点 か ら の 距 離 と 発 症 時 の イ ノ シ シ の 生 息 密 度 が 感 染

の 持 続 期 間 に 影 響 し て お り ，初 発 地 点 か ら 近 く ，高 密 度 に イ ノ シ シ が 生 息 す

る 地 域 ほ ど 感 染 期 間 が 長 期 化 す る こ と も 明 ら か に さ れ て い る 1 2 )。  

C F S 対 策 の 観 点 で 考 え る と ，日 本 の 森 林 率 が 6 6％ 超 と 世 界 的 に も 高 い 水 準

に あ り ， 捕 食 者 で あ る オ オ カ ミ が 1 9 0 5 年 以 降 絶 滅 し て い る こ と は 重 要 な 点

で ，日 本 に お い て C S F 感 染 が 拡 大 し や す い こ と を 示 唆 し て い る 。過 去 に 野 生

イ ノ シ シ で の C S F 感 染 が 確 認 さ れ た 欧 州 諸 国 の 森 林 率 は ，オ ー ス ト リ ア や ス

ロ バ キ ア で 4 0％ 台 を 示 す も の の ，ド イ ツ や フ ラ ン ス ，ス イ ス な ど 他 の 国 々 は

3 0％ 台 か そ れ 以 下 で 林 地 は 分 断 独 立 傾 向 に あ り ，全 国 的 に 林 地 が 連 続 す る 日

本 と は 全 く 異 な る 環 境 で あ る 。ま た ，捕 食 者 の 効 果 を 期 待 で き な い 現 状 に お

い て ，野 生 イ ノ シ シ で の C S F 対 策 は 人 為 的 な 密 度 低 下 と ワ ク チ ン 散 布 に 限 定

さ れ る 。し か し ，イ ノ シ シ に と っ て の 好 適 な 生 息 環 境 が 広 が る 日 本 で は ，こ

れ ら の 作 業 を 効 果 的 に 実 施 す る こ と は 難 し い と 考 え ら れ る 。  

ま た ，欧 米 で は イ ノ シ シ が 堅 果 類 を 依 存 的 に 採 食 し ，そ の 不 作 年 に は 個 体

群 の 栄 養 状 態 の 悪 化 が 確 認 さ れ る の に 対 し ，日 本 で は 堅 果 類 の 採 食 量 が 減 少

し て も 栄 養 価 の 高 い タ ケ 類 や 根・塊 茎 類 で 補 完 し ，良 好 な 健 康 状 態 を 維 持 し

て い る こ と が 報 告 さ れ て い る 1 7 )。そ の た め ，経 口 ワ ク チ ン を 散 布 し た と し て

も ，欧 米 の イ ノ シ シ 個 体 群 と 同 程 度 の 採 食 効 率 を 期 待 で き な い 可 能 性 も 念 頭

に 置 く 必 要 が あ る だ ろ う 。  

い ず れ に し て も ， 日 本 で は 捕 獲 強 化 や ワ ク チ ン 散 布 に よ っ て C S F 対 策 が 短

期 間 で 良 い 結 果 が 得 ら れ る と は 考 え に く い 。そ の た め ，農 場 に お け る C S F 対 策

で は ， 捕 獲 強 化 や ワ ク チ ン 散 布 に 過 度 な 期 待 を せ ず ， 飼 養 衛 生 管 理 を 徹 底 す る

こ と が 不 可 欠 で あ る 。 ま た ， 野 生 の イ ノ シ シ を 農 場 に 接 近 さ せ な い 対 策 も 重 要

に な る 。例 え ば イ ノ シ シ に よ る 水 稲 被 害 は ， 8 割 以 上 が 林 縁 か ら 4 0 m 未 満 で 発

生（ 1 0～ 1 5 m が 最 頻 値 ）し て い た と の 報 告 が あ る 1 8 )。近 隣 に 森 林 が 存 在 す る 農

場 で は ， 野 生 動 物 に 対 す る 防 護 柵 を 設 置 す る だ け で は な く ， 周 辺 環 境 を 整 備 し
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て 1 0～ 2 0 m 程 度 の 緩 衝 帯 を 設 け る 必 要 が あ る だ ろ う 。  

本 稿 に お け る デ ー タ の 一 部 は ，農 研 機 構 生 研 支 援 セ ン タ ー「 生 産 性 革 命 に

向 け た 革 新 的 技 術 開 発 事 業 」の 内 ，『 ス マ ー ト 捕 獲・ス マ ー ト ジ ビ エ 技 術 の 確

立 』 で 実 施 し た 研 究 成 果 を 用 い た 。  
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